                            徳島県立阿南支援学校ひわさ分校
                      令和７年度　第２回学校運営協議会 会議録

	１．日　時

２．学校運営協議会
 １）開会
 ２）学校長挨拶


 




３）会長挨拶
 　


４）協　議

 












































 ５）連絡事項


 ６）学校長挨拶


 ７）閉会

	令和７年１１月２０日（木）15:00～16:30＜音楽室＞



　これまでの人数確保の取組の結果、今年度は新入生・転入生を合わせて10名となり、児童生徒数が増加した。年度当初は現場が少しバタついたが、現在は　子どもたちも教職員も落ち着いてきており、文化祭も盛況で、各学部の表現を通して子どもの成長が感じられた。前回会議での意見を踏まえた取組と、今年度のこれまでの重点目標に関する学校目標についての中間報告について説明し、今後もより魅力ある学校づくりのために意見をいただきたい。

　文化祭に参加させていただき、製品を購入させてもらった。日頃の学習で作った物としてよくできていた。また、学習の成果が出ていてよかった。

１．今年度の取り組みについて
【学校評価（中間報告）について】
　　別紙参照（本年度の重点課題を踏まえた重点目標の中間報告）
項目毎に活動の様子を写真で紹介しながら説明
　・その他教育活動紹介
　　・PTA人権教育研修会、進路研修会、施設見学会、
　　　B＆G体験活動、運動会、文化祭、修学旅行（小・中学部）、
　 　 宿泊学習（高等部）、ビルメン検定、技能甲子園　等
【第１回運営協議会でいただいたご意見をふまえてのこれまでの取組】
　①さすまた整備について　　　　　　　　　　　
→３本配置している。使い方について警察の方に指導いただいた。
②催涙スプレーの購入について
　　→予算の都合で未購入。今後の予算状況を見て購入を検討。
③研修会の案内について
　→学校ホームページに案内を掲載し、教育・福祉関係者には案内を配布している。
④海にふれあった体験について（サーフィン等）
→現在予算が厳しい。次年度以降の予算で検討したい。
　⑤高等部の委託作業について
→現状は５名で箱折りとシール貼りを実施している。行事の多い時期は納品数が減るなど課題がある。定期的な大量の受注は難しいが、少量・簡単な作業であれば教育的効果も高いため、今後も拡大、継続していきたい。

２．各委員からのご意見
・消火器更新のタイミングで「本物の消火器」を使用した訓練をしてはどうか。
　・サーフィンの体験を以前話に出したが、今回のB&Gの体験活動で田井ノ浜で活動する様子を見て、ボディーボードが児童生徒にちょうど良いのではを感じた。田井ノ浜は波もゆるめである。
　・児童生徒数が増えた中での教職員数についてはどうか。
    ⇒今年度は教職員が２名増え、他校と比べると比較的手厚いが、教員不足の中で４月当初に人員が揃わない苦労もあった。現状の規模（20~30人程度）が分校としては適正で、教室数や支援体制の面でも今ぐらいを維持していきたい。
　・現場実習先が就労先として繋がっているか。
　  ⇒実習受入先が必ずしも就職先になるわけではないが、生徒の希望や地域性を踏まえつつ、一般就労・福祉的就労の双方へ道が開けるよう調整している。
　・チャリティー展を１月31日（土）、2月1日（日）で予定。参加はどうか。
　  ⇒他の行事と重なっているため、生徒の参加は難しいと思われるので、本校とも日程を調整させていただきたい。

・次回の日程について
　　第３回  令和８年 ２月２７日（金） １５：００～   

　地域や外部の目からの意見・評価を受けつつ、「地域とともに歩む学校づくり」を今後も進めていきたい、



